
別府市シンポジウム 

人口減少時代の地域づくり 

～世代を超えてつながるとまちはもっと楽しくなる～ 

 

要旨 

 

■第一部：基調講演 

 第一部では、総務省地域力創造アドバイザー、合同会社チノアソビ代表社員、北九州市

立大学ビジネススクール特任教授等、多方面で活躍されている林田暢明様より、ファシリ

テーションを活用したまちづくりや、多世代が参加できる仕組みづくりについてご講演を

いただきました。ファシリテートとは、議論ではなく対話を促進していくという意味で、

参加者を当事者に、傍観者を関与者に変貌させる力を持っています。そのためには、対話

をするための座席配置や否定をせず意見を受け入れる環境づくりが大切です。ファシリテ

ーションの基本構造は大きく４つあります。1 つ目は、論点を定めることです。例えば、社

員の士気が下がっている、という課題を前提として論点を定める場合、なぜ士気が下がっ

ているのかという論点設定と、どうやれば士気が上がるのかという論点設定では、話し合

われる内容は全く変わってきます。未来志向、システム志向の中で問のデザインをどのよ

うにしていくのかが重要になります。2 つ目は、真意を引き出すことです。対話の阻害要因

になるのは、いつも認識の固定化と関係性の固定化によるものです。これら固定している

もの（マインド・セット）を解いて、如何に個々人の真意を引き出して全体で共有してい

くかが重要なポイントになります。3 つ目は、思考を拡大させることです。認識の固定化と

関係性の固定化によって引き起こされる現象は、○○に違いないといった思考の狭さで

す。思考が狭い状態では対話の幅も広がりません。マインド・セットを解くと同時に、思

考の幅を広げていくことが重要です。最後に、共通基盤を見つめることです。意見やアイ

デアを引き出すだけでは、思考も深まらず、結論もまとまりません。それらを整理したう

えで、しっかりと統合し、絞り込みや選択をしていかなければなりませんが、意見や価値

観が違う個々人同士でそれを行うためには共通項を見つけることが大切である、というお

話をしていただきました。 

 

■第二部：ひとまもり・まちまもり協議会について 

 第二部では、別府市自治連携課ひとまもり・まちまもりコーディネーターの後藤リーダ

ーから、「ひとまもり・まちまもり協議会」のこれまでの歩みや取組み事例についてご紹

介いただきました。別府市では、将来を見据えて今のうちから自治機能やコミュニティの

在り方を考えていこうと、概ね中学校区の範囲で活動する中規模多機能自治を推進してい

ます。現在、市内全域の 7 地域で協議会が設立され、活動しています。また、令和 7 年 4

月から、各ひとまもり・まちまもり協議会を担当する職員として、コーディネーターを 7



名配置し、組織・取組を強化しています。 

 

■第三部：パネルディスカッション 

 第三部では、北部ひとまもり・まちまもり協議会石野田様、朝日大平山ひとまもり・ま

ちまもり協議会滝本様、立命館アジア太平洋大学（学生団体ひいらぎ 代表/学生団体フー

ドバンク彩鳥 設立者･アドバイザー）小溝様、奈狩江地区住民自治協議会辻生様にご登壇

いただき、パネルディスカッションをしていただきました。滝本様は、自治会長など、立

場が上の人が多く、会議やイベント等の敷居が高いイメージがあることや、自治会に加入

していても、結局お客さん扱いされてしまうことが若手が参画しにくい要因になっている

とお話しいただきました。辻生様は、自治協の活動は自分たちで計画したもので、頑張れ

ると言うよりも楽しめていること、その後も、押しつけではなく自分たちで作り上げられ

るので「楽しく」活動ができていることが世代を超えたつながりのきっかけになると考え

ているようです。石野田様は、学生等若い世代が地域で活発に活動を共にしてくれる事

で、継続、存続危機であったイベントや文化、等を続けていけることに繋がり、その様な

事に携わる事で、地域の方々とのコミュニケーションが広がり、沢山の方々と出会うこと

ができたとおっしゃっていました。その学生の一人である小溝様は、県外から進学のため

に移住してきた、いわゆる外部者という立場であるが、石野田様など地域のキーパーソン

とつながることで、行事に参加することができ、地域のことが好きになったとお話しいた

だきました。 


